
鉄筋コンクリート工事施工結果（建築基準法施行細則様式第１号添付様式） 
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注１） 使用材料の組合せが複数ある場合には、原則としてその種類毎記載すること。 

注２） 工事期間中に行った海砂を含む砂の塩分,山砂を含む砂の洗い,及び砂・砂利・砕砂・砕石の粘土塊量試験

の試験結果報告書を別に添付し,この欄には最大値を記入すること。 

注３） 工事期間中に行った塩化物量測定の測定結果報告書を別に添付し、この欄には最大値を記入すること。 

注４） 工事期間中に行った圧縮強度試験（昭 56建告第 1102号）の試験結果報告書を別に添付し,この欄には平

均値を記入することと。 
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試験方法・検査結果 

（左：抜取検査、右：外観検査） 
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□工事監理契約書（写し）            □鉄筋のミルシート 

□認定証・資格証（写し）            □圧接部試験結果報告書 

□各工程の工事写真               □工事期間中に行った塩化物量測定の測定結果報告書  

□工事期間中に行った海砂を含む砂の塩分,山砂を含む砂の洗い,及び砂・砂利・砕砂・砕石の粘土塊量試験の

試験結果報告書 

□工事期間中に行った圧縮強度試験（昭 56建告第 1102号）の試験結果報告書 

□スリーブ工事の状況及び開口補強の施工結果報告書 

□地盤状況等報告書 


